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題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

昨年の開会式の様子

今年5月に実施した講座の様子

昨年の会場風景。大きい作品も
多く出品され、会場では圧巻の
存在感を放っていました

ホルの外棺　後期王朝時
代　（蓋）　長さ199㌢、
幅72㌢、高さ38㌢
ImageⓒRijksmuseum 
van Oudheden (Leiden, 
the Netherlands)

ひ
ょ
う
ご
文
化
交
流
の
つ
ど
い

今
年
も
紙
面
で
交
流
を

受講生募集

　

ピ
ア
ノ
に
は
ま

っ
て
い
ま
す
。
2

年
ほ
ど
前
に
、
そ

ろ
そ
ろ
訪
れ
る
毎

日
が
日
曜
日
状
況

に
備
え
、
何
か
し

よ
う
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
チ
ェ
ロ
を
習
っ

て
い
た
妻
か
ら
、「
こ
れ
ま

で
人
生
伴
走
し
て
き
た
か
ら

今
度
は
楽
器
の
伴
奏
を
し
て

く
れ
」
と
か
、
チ
ェ
ロ
の
先

生
に
「
夫
婦
で
演
奏
、
素
敵

よ
」
と
か
お
だ
て
ら
れ
、
初

級
向
け
の
楽
譜
を
用
意
し
て

い
た
だ
い
た
り
と
い
っ
た
経

緯
で
始
め
ま
し
た
。
五
十
歳

の
ピ
ア
ノ
が
部
屋
に
眠
っ
て

お
り
断
捨
離
も
忍
び
な
い
と

い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。
途

中
で
挫
折
し
た
ら
、
ま
た
別

の
こ
と
を
く
ら
い
の
気
持
ち

で
し
た
が
、
弾
い
て
い
る
う

ち
に
面
白
く
な
っ
て
き
て
、

ヤ
マ
ハ
に
も
通
っ
て
い
ま

す
。六
十
代
以
降
に
始
め
て
、

上
達
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
、
励
み
に
な
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
お
家
時
間
が
増

え
、
飲
み
会
も
な
く
な
っ
た

分
、
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い

ま
す
。
指
先
使
っ
て
楽
譜
読

ん
で
、
体
に
も
頭
に
も
い
い

と
信
じ
て
健
康
寿
命
を
延
ば

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
少
し
上
達
し
た
ら（
か

な
り
先
に
は
な
り
そ
う
で
す

が
）
義
理
で
も
褒
め
て
く
れ

そ
う
な
お
友
達
メ
ン
バ
ー
集

め
て
プ
チ
演
奏
会
開
催
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
呼

ば
れ
た
人
に
は
「
恐
怖
の
演

奏
会
」か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　

横
尾
忠
則
美
術
館
で
は
、

「
恐
怖
の
館
展
」
が
開
催
中

で
す
。
ア
ー
ト
を
通
し
て
、

恐
怖
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
い
う
展
覧
会
で
す
。
是

非
お
運
び
く
だ
さ
い
。（
Ｋ

Ｔ
）

第10回兵庫公演第10回兵庫公演
名手たちの交響楽団 ニューイヤーコンサート名手たちの交響楽団 ニューイヤーコンサート

ジャパン・ヴィルトゥオーゾ・
シンフォニー・オーケストラ
100thアニバーサリーコンサート100thアニバーサリーコンサート
11月19日㈮からチケット発売開始11月19日㈮からチケット発売開始三枝成彰さん 大友直人さん ジョン・健・ヌッツォさん

　
「
全
国
手
工
芸
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
、
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
全

国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
手
工

芸
作
品
約
２
０
０
点
が
一
堂
に

　ふれあいの祭典
第33回第33回

全国手工芸コンクール全国手工芸コンクール
inひょうごinひょうご

11月19日㈮～21日㈰11月19日㈮～21日㈰
開会式　11月19日㈮10時～開会式　11月19日㈮10時～

　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典

Ⓒ Rowland KirishimaⒸ Rowland Kirishima

　

日
本
を
代
表
す
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
か
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
や
首
席
奏
者
を
中
心
に
編

成
し
た
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト

ゥ
オ
ー
ゾ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
」。
こ
の
「
夢
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
、
県
立
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
芸
術
文
化
事
業
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
な

か
、
こ
の
公
演
が
新
し
い
年
の

幕
開
け
を
飾
る
と
と
も
に
、
再

び
芸
術
文
化
活
動
が
活
発
に
展

開
さ
れ
て
い
く
き
っ
か
け
の
一

つ
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

今
回
で
節
目
の
10
回
目
と
な

る
兵
庫
公
演
で
す
が
、
企
画
の

ス
タ
ー
ト
か
ら
30
年
、
記
念
す

べ
き
１
０
０
回
目
の
ス
テ
ー
ジ

で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ス

ト
に
テ
ノ
ー
ル
の
ジ
ョ
ン
・
健

・
ヌ
ッ
ツ
ォ
氏
を
迎
え
、
著
名

な
歌
劇
の
代
表
的
な
曲
を
披
露

す
る
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
晴

れ
や
か
な
舞
台
と
な
り
ま
す
。

【
日
時
】
令
和
４
年
１
月
４
日

㈫
16
時
30
分
（
三
枝
成
彰
プ
レ

ト
ー
ク
16
時
15
分
）

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
出
演
】
指
揮
／
大
友
直
人
、

テ
ノ
ー
ル
／
ジ
ョ
ン
・
健
・
ヌ

ッ
ツ
ォ
、
管
弦
楽
／
ジ
ャ
パ
ン

・
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

プ
レ
ト
ー
ク
／
三
枝
成
彰

【
曲
目
】
Ｊ
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

Ⅱ
／
喜
歌
劇
「
こ
う
も
り
」
序

曲
、
Ａ
．
ラ
ラ
／
グ
ラ
ナ
ダ
、

Ｇ
．
プ
ッ
チ
ー
ニ
／
歌
劇
『
ト

ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
』
よ
り
「
誰

も
寝
て
は
な
ら
ぬ
」、
Ｒ
．
ワ

ー
グ
ナ
ー
／
楽
劇
『
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ

ー
』
第
一
幕
へ
の
前
奏
曲
ほ
か

【
主
催
】
メ
イ
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン

【
共
催
】
兵
庫
県
、
兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
、
兵
庫
県

芸
術
文
化
協
会

【
入
場
料
】
Ｓ
席
６
０
０
０
円
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
毎
年

恒
例
の
「
ひ
ょ
う
ご
文
化
交

流
の
つ
ど
い
」
は
、
今
年
も

中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
の
健
康
・

安
全
面
を
第
一
に
考
慮
し
た

う
え
で
の
決
定
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
と

同
様
、
当
紙
面
上
で
交
流
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
今
年
１
年
を
振
り
返
っ
て
」

「
来
年
の
抱
負
」
と
い
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
１
５
０
字
以

内
）
を
募
集
し
て
、
す
ず
か

け
12
月
号
に
掲
載
（
お
名
前

も
併
せ
て
掲
載
）
し
ま
す
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
の
リ
ン
ク
先
の
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
送
り
く
だ

さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
、ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

tsudoi@
hyogo-arts.or.jp

（
11
月
12
日
㈮
締
切
）

※
紙
面
の
都
合
上
、
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
と
な

り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ａ
席
５
０
０
０
円
、
Ｂ
席
４
０

０
０
円
、
Ｃ
席
３
０
０
０
円
、

Ｄ
席
１
０
０
０
円（
全
席
指
定
）

【
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所
】
▼
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
チ
ケ
ッ
ト
オ

フ
ィ
ス
☎
０
７
９
８
・
６
８
・

０
２
５
５
▼
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

https://pia.jp/t/
▼
ロ
ー
ソ

ン
チ
ケ
ッ
ト https://l-tike.

com

▼
イ
ー
プ
ラ
ス https://

eplus.jp

【
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
】
11
月

19
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
】
メ
イ
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
６
・
６
２

６
２
・
７
３
２
２

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
抽
選
で
５
組

10
名
様
に
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
応
募
方
法
は
本
紙
３
面
。

11
月
30
日
㈫
必
着
。

展
示
さ
れ
ま
す
。
同
会
場
で
は

「
兵
庫
県
婦
人
手
工
芸
協
会
会

員
創
作
展
」も
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文

化
振
興
部
☎
０
７
８
・
３
２

１
・
２
０
０
２

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

（
５
面
に
関
連
記
事
）。

【
会
期
】
11
月
19
日
㈮

〜
21
日
㈰
（
３
日
間
）

【
開
館
時
間
】
10
時
〜

17
時
（
最
終
日
は
15
時

ま
で
）

【
観
覧
料
】
無
料

【
場
所
】
原
田
の
森
ギ

ャ
ラ
リ
ー
本
館
２
階
大

展
示
室
（
神
戸
市
灘
区

原
田
通
３
‐
８
‐
30
）

兵庫県立美術館

ライデン国立古代博物館所蔵

古代エジプト展古代エジプト展
11月20日㈯～

令和4年2月27日㈰

　

オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
国
立

古
代
博
物
館
の
古
代
エ
ジ
プ
ト

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
現
在
約

２
万
５
０
０
０
点
に
の
ぼ
り
、

大
英
博
物
館
や
ル
ー
ヴ
ル
美
術

館
と
並
ぶ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
５
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
ミ
イ
ラ
棺
の
研
究

で
世
界
的
に
知
ら
れ
る
同
館
所

蔵
の
貴
重
な
ミ
イ
ラ
棺
10
数
点

を
含
む
、
厳
選
さ
れ
た
約
２
５

０
点
の
借
用
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
棺
を
横
に
寝
か
せ

た
状
態
で
は
な
く
、
特
別
に
立

て
た
状
態
で
立
体
的
に
展
示
。

そ
れ
に
よ
り
、
棺
に
記
さ
れ
た

呪
文
や
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
の
図

像
、
さ
ら
に
は
精
緻
な
装
飾
や

制
作
の
技
法
、
色
彩
の
豊
か
さ

や
書
体
の
違
い
ま
で
を
間
近
に

見
る
こ
と
が
可
能
に
。

　

さ
ら
に
、
最
新
の
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ

ン
技
術
を
通
し
て
医
学
的
な
知

識
や
ミ
イ
ラ
作
り
の
過
程
な
ど
、

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
魅
力
を

様
々
な
視
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
11
月
20
日
㈯
〜
令
和

４
年
２
月
27
日
㈰

【
開
館
時
間
】
10
時
〜
18
時
、

入
場
は
17
時
30
分
ま
で

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
た
だ
し
、

祝
休
日
の
場
合
は
翌
平
日
）、

12
月
31
日
㈮
、
１
月
１
日
㈯

【
観
覧
料
】
一
般
１
８
０
０
円

（
当
協
会
友
の
会
会
員
は
１
６

０
０
円
）、
大
学
生
１
４
０
０

円
、
70
歳
以
上
９
０
０
円
、
高

校
生
以
下
無
料
※
予
約
優
先
制

【
場
所
】
兵
庫
県
立
美
術
館
☎

０
７
８
・
２
６
２
・
１
０
１
１

  

生
活
文
化
大
学
〈
短
期
講
座
〉

展
覧
会
特
別
鑑
賞
講
座

ラ
イ
デ
ン
国
立
古
代
博
物
館
所
蔵
古
代
エ
ジ
プ
ト
展

　

好
評
い
た
だ
い
て
い
る
展
覧

会
特
別
鑑
賞
講
座
を
「
古
代
エ

ジ
プ
ト
展
」で
も
開
催
し
ま
す
。

担
当
学
芸
員
が
展
覧
会
の
見
ど

こ
ろ
や
作
品
を
解
説
し
た
後
、

実
際
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
展
覧
会
を
よ
り
深
く
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
講
座
で
す
。

【
講
師
】
相
良
周
作
（
兵
庫
県

立
美
術
館
学
芸
員
）

【
日
時
】
12
月
１
日
㈬
14
時
〜

15
時
30
分

【
場
所
】
兵
庫
県
立
美
術
館
レ

ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

【
受
講
料
】一
般
１
８
０
０
円
（
９

０
０
円
）、
会
員
１
６
０
０
円
（
８

０
０
円
）
＊
（　

）
内
70
歳
以
上

※
展
覧
会
の
観
覧
料
含
む
。
同

時
開
催
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の

セ
ッ
ト
券
も
あ
り
。

【
定
員
】
40
人

【
申
込
み
】
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
当
協
会
文
化
振
興
部
ま

で
。
☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２

０
０
２
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３

２
１
・
２
１
３
９

S
ソーシャルネットワーキングサービス
NSでも情報発信中！

インスタグラム

フェイスブック

ツイッター

ユーチューブ

兵
庫
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
動
画
を
配
信
中
！

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
！

動画配信はこちらをチェック！



毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・１１月号 令和３年11月１日　⑵

【
日
時
】
11
月
５
日
㈮
18
時

30
分

【
出
演
】
バ
リ
ト
ン
／
桝
貴

志
、
ピ
ア
ノ
／
小
柳
る
み

【
予
定
曲
目
】
Ｒ
．
ク
ィ
ル

タ
ー
／
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

詩
に
よ
る
３
つ
の
歌
、
Ｃ
．

ミ
レ
ッ
カ
ー
／
喜
歌
劇
『
ガ

楽
科
を
経
て
、
東
京
藝
術
大

学
音
楽
学
部
器
楽
科
卒
業
。

こ
れ
ま
で
に
フ
ル
ー
ト
を
山

腰
直
弘
、
三
瀬
直
子
、
中
務

晴
之
、
高
木
綾
子
の
各
氏
に

師
事
。
現
在
関
西
を
中
心
に

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
客
演
、
ソ

ロ
や
室
内
楽
な
ど
の
演
奏
活

動
、後
進
へ
の
指
導
を
行
う
。

【
予
定
曲
目
】
プ
ー
ラ
ン
ク

／
ソ
ナ
タ
、ゴ
ダ
ー
ル
／
組
曲
、

ラ
イ
ネ
ッ
ケ
／
ソ
ナ
タ
ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０

円
、
学
生
１
５
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
米
田
さ
ち
圃

（
未
生
流
︿
庵
家
﹀）

◇
◆
◇

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
兵
庫
県
民
会

館
１
階
フ
ロ
ン
ト
で
購
入
い

た
だ
け
ま
す
。
当
協
会
友
の

会
会
員
は
入
場
料
が
１
割
引

に
な
り
ま
す
。
購
入
時
に
会

員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
17
日
㈮
18
時

30
分

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
鯛
中
卓
也

　

明
石
市
出
身
。
東
京
藝
術

大
学
、
同
大
学
大
学
院
修
士

課
程
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
立
ビ

ド
ゴ
シ
チ
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー

修
士
課
程
修
了
。
国
内
外
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
て
入
賞
、
演

奏
会
へ
の
出
演
を
重
ね
、
後

進
の
指
導
に
も
積
極
的
に
あ

た
っ
て
い
る
。
現
在
、
東
京

藝
術
大
学
非
常
勤
講
師
、
ソ

ニ
ー
Ｃ
Ｓ
Ｌ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
師
。

【
予
定
曲
目
】
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
／
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第

27
番
ホ
短
調
作
品
90
、
シ

ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
／
６
つ
の
小

さ
な
ピ
ア
ノ
曲
作
品
19
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
／
ピ
ア
ノ
ソ

ナ
タ
第
20
番
イ
長
調
Ｄ

９
５
９
ほ
か

【
入
場
料
】
２
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
井
上
理
奈
子

（
池
坊
）

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
︱
県
民

文
化
普
及
事
業
が
県
内
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
な
た

で
も
鑑
賞
で
き
ま
す
が
、
整

理
券
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
歌

人
ク
ラ
ブ
（
安
藤
）
☎
０
７

９
０
・
８
５
・
０
０
２
１

▼
全
国
手
工
芸
コ
ン
ク
ー
ル

in
ひ
ょ
う
ご

【
日
時
】
19
日
㈮
〜
21
日
㈰

10
時
〜
17
時
（
最
終
日
は
15

時
ま
で
）

▼
兵
庫
短
歌
祭

【
日
時
】
14
日
㈰
13
時
30
分

〜
16
時

【
場
所
】
神
戸
市
勤
労
会
館

ホ
ー
ル

【
入
場
料
】無
料（
要
整
理
券
）

【
問
い
合
わ
せ
】
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
兵

庫
２
０
２
１
in
赤
穂
市
実

行
委
員
会
（
ア
ー
ト
フ
ォ
レ

ス
ト
内
）
☎
 ０
７
８
・
３
６

７
・
３
５
６
０

　

将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
発

表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
気
軽
に
良
質
な
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
新
進

芸
術
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
」

を
毎
月
１
回
、
兵
庫
県
民
会

館
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

  

1１　

月　

Ｖ
ｏ
ｌ
.4１

桝
貴
志　

バ
リ
ト
ン
リ
サ

イ
タ
ル

ふれあいの祭典
県民文化普及事業

鯛中 卓也

ス
パ
ロ
ー
ネ
』
よ
り
深
紅
の

バ
ラ
、
Ｇ
．
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
／

歌
劇
『
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
』
よ

り
夢
か
ま
こ
と
か
？
ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０

円
、
大
学
生
以
下
１
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
熊
原
恵
甫

（
未
生
真
流
）

  

12　

月　

Ｖ
ｏ
ｌ
.42

鯛
中
卓
也　

ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル

  

１　

月　

Ｖ
ｏ
ｌ
.43

野
村
茉
由　

フ
ル
ー
ト
リ

サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
１
月
７
日
㈮
19
時

【
出
演
】
フ
ル
ー
ト
／
野
村

茉
由
、
ピ
ア
ノ
／
秋
元
孝
介

野
村
茉
由
=
尼
崎
市
出
身
。

兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学
校
音

兵庫県民会館けんみんホールで開催

～新進芸術家に発表の場を!!～

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズリサイタルシリーズ

野村 茉由

桝 貴志

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

12
月
の
公
演
︵
鯛
中
卓
也
︶

の
チ
ケ
ッ
ト
を
3
組
6
人
に
。

会
員
特
典

友
の
会
会
員
を
12
月
の
公
演

に
ご
招
待
。
5
組
１0
人
に
。

☆
い
ず
れ
も
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
応
募
方
法
は
本

紙
３
面
。
１１
月
１2
日
㈮
必
着

昨年のアンサンブルフェスティバルの様子

文化振興部

（
公
財
）兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
6
5
0
︲
0
0
1
1
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
4
︲
16
︲
3

お申し込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXsinkoubu@
hyogo-arts.or.jp

メール

https://hyogo-arts.or.jp

　

県
域
美
術
団
体
に
所
属
す

る
次
代
を
担
う
新
進
若
手
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
中
堅
作
家
に

よ
る
洋
画
、
日
本
画
、
書
、

工
芸
、
彫
刻
、
写
真
の
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。

【
会
期
】
12
月
15
日
㈬
〜
19

日
㈰
10
時
〜
17
時
（
最
終
日

は
16
時
ま
で
）

【
場
所
】
兵
庫
県
民
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
階
大
・
中

展
示
室
（
兵
庫
県
民
会
館
）

【
観
覧
料
】
無
料

【
参
加
団
体
】
兵
庫
県
美
術

家
同
盟
、
兵
庫
県
日
本
画
家

連
盟
、兵
庫
県
書
作
家
協
会
、

兵
庫
県
工
芸
美
術
作
家
協

会
、
兵
庫
県
彫
刻
家
連
盟
、

兵
庫
県
写
真
作
家
協
会

【
問
い
合
わ
せ
】
ひ
ょ
う
ご

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
☎
 ０

７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
５昨年の会場の様子

　

鶏
の
絵
で
有
名
な
伊
藤
若

冲
や
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
浮

世
絵
を
描
い
た
歌
川
国
芳
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
「
奇
想
の
画

家
」
は
、
現
代
に
お
い
て
高

い
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
奇
想
の
画
家
」
の

ひ
と
り
で
あ
る
曾そ

が
　
し
ょ
う
は
く

我
蕭
白

は
、
伊
藤
若
冲
、
円
山
応
挙

ら
と
ほ
ぼ
同
じ
江
戸
時
代
中

我
蕭
白
の
生
涯
を
た
ど
る
と

と
も
に
、
彼
の
作
品
の
見
ど

こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

【
講
師
】
山
口
奈
々
絵
（
兵

庫
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸

員
）

【
日
時
】
令
和
４
年
１
月
18

日
㈫
14
時
〜
15
時
30
分

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
３

０
３
号
室

【
受
講
料
】
一
般
１
５
０
０

円
、
会
員
５
０
０
円

【
定
員
】
45
人

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
】

当
協
会
文
化
振
興
部

期
に
活
躍
し
、し
ば
し
ば「
醜

怪
」
と
形
容
さ
れ
る
作
風
に

よ
り
、
際
立
っ
た
個
性
を
発

揮
し
ま
し
た
。
京
都
で
生
ま

れ
、
京
都
画
壇
で
活
躍
し
た

蕭
白
で
す
が
、
伊
勢
や
播
磨

に
遊
歴
し
て
多
く
の
作
品
と

数
々
の
逸
話
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
ひ
ょ
う

ご
ゆ
か
り
の
画
家
で
あ
る
曾

　
生
活
文
化
大
学

　
生
活
文
化
大
学
〈
短
期
講
座
〉

〈
短
期
講
座
〉

曾
我
蕭
白

曾
我
蕭
白

ひ
ょ
う
ご
ゆ
か
り
の
﹁
奇
想
の
画
家
﹂

兵
庫
県
美
術
作
家
交
流
展

~
新
進
・
選
抜
・
プ
ラ
ス
~

新
進
・
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
の
育
成
・
支
援
事
業

受講生募集

【
場
所
】
原
田
の
森

ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
当

協
会
文
化
振
興
部

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
兵
庫

２
０
２
１
in
赤
穂

【
日
時
】
28
日
㈰
13

時
30
分
〜
17
時
（
予

定
）

【
場
所
】
赤
穂
市
文

化
会
館
ハ
ー
モ
ニ
ー

第73回 正 筆 展
□会　期　2021年12月11日㈯〜12日㈰　10時〜17時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最終日は1６時まで）

□会　場　「原田の森ギャラリー」 兵庫県立美術館王子分館
☎０７８−８０１−１５９１㈹
ＪＲ「灘駅」から徒歩１０分、阪急「王子公園駅」から徒歩 6分、
神戸市営バス「王子動物園前」下車すぐ

□後　援　兵庫県・兵庫県議会・兵庫県教育委員会・神戸市・神戸市会
　　　　　 神戸市教育委員会・（公財）兵庫県芸術文化協会・神戸新聞社

主催・正筆会
〒６５0−003５ 神戸市中央区浪花町５９　朝日ビル13Ｆ　☎07８−3９3−01６0 草心会事務局 〒658-0047 神戸市東灘区御影２−２−5−60１ TEL078-846-7744 理事長 阪本千楸

□会　期　令 和 3 年 12 月 3 日 ㈮ 〜 5 日 ㈰
　　　　　　　午前1０時〜午後 5 時 （最終日は午後 4 時まで）

□会　場　原田の森ギャラリー　兵庫県立美術館 王子分館
　　　　　　〒657-０837 神戸市灘区原田通3-8-3０ TEL０78-8０1-1591
　◉ 役 員 ・ 会 員 の 部 （ 本 館 2 階 大 展 示 室 ）
　 併催　新進作家展/ファミリー展（本館 1 階展示室）

第十二回第十二回　　草心会全国書展草心会全国書展

主　催/書 道 　草　 心　 会
後　援/ 神戸市、（公財）兵庫県芸術文化協会、（公財）神戸市民文化振興財団、

神戸新聞社、兵庫県書作家協会

美人図 一幅 江戸時代（18世紀）
絹本著色　奈良県立美術館蔵



㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

物 情 報
イベントガイド催

☆ 記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
割引は原則として本人のみ適用。

但馬但馬

丹波丹波
阪神北阪神北

阪神南阪神南

中播磨中播磨

淡路淡路

西播磨西播磨

東播磨東播磨
北播磨北播磨
神戸神戸

①希望プレゼント名②希望枚数（2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送
をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

プレゼントのご応募について 〒650－0011 神戸市中央区下山手通4－16－3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX 078-321-2139

毎月 1 回 1 日発行すずかけ・１１月号⑶　令和３年11月１日

ひょうごアーティストサロン
☎078・321・2005

(友の会会員は400円)、65歳以上250円、
大高生300円、中学生以下無料※11月3
日(水・祝)は無料◯内文豪谷崎潤一郎の
代表作「細雪」。そこで描かれるのは、
昭和10年代の阪神間に生きる市民の、
豊かで美しくおだやかな日常。文豪が
その至高の筆致で惜しみつつ書きとど
めた、うしなわれゆきつつある生活世
界へご案内します。◯場問芦屋市谷崎潤
一郎記念館☎0797・23・5852
■県内芸術家ロビーコンサート 江戸
聖一郎フルートコンサート
㊐11月11日㈭◯時19時◯料無料(要申込み)
出フルート/江戸聖一郎、ピアノ/河合
珠江◯場東リ いたみホール1Fエントラ
ンス問同ホール☎072・778・8788

東・北 播 磨
■秋季企画展「象嵌―象る/嵌める」
㊐令和4年3月13日㈰まで◯時9時～17時、
入館は16時30分まで(フラワーセンター
入園は16時まで)㊡水曜日(ただし祝日
の場合は翌平日)、12月20日㈪～1月1日
㈯※11月17日まで無休◯料一般100円、
高校生以下無料(別途フラワーセンター
入園料〈一般500円〉が必要)◯内象嵌は、
一つの素材に異質の素材を嵌め込む装
飾技法です。本展では、金銀などの金
属や貴石をはめこんだ銅鏡や装身具な
どの作品の中から漢代以前の象嵌作品
を展示し、古代金属工芸の美と技を紹
介します。◯場問兵庫県立考古博物館加
西分館古代鏡展示館☎0790・47・2212

■県民芸術劇場 「あなたはバロック
派？ それともロココ派？」～アピカ
ホールで奏でる弦楽の調べ～
㊐11月14日㈰◯時14時◯料一般2000円、高
校生以下1000円(全席自由)出ライツ室
内管弦楽団チェンバープレイヤーズ◯場
問西脇市立音楽ホール「アピカホール」
☎0795・23・9000
■県内芸術家ロビーコンサート 「大西
洋二朗クラシックギターの魅力」
㊐11月21日㈰◯時14時◯料無料出クラシッ
クギター /大西洋二朗◯場西脇市立音楽
ホール「アピカホール」ホワイエ問同
ホール☎0795・23・9000

中・西 播 磨
■特別展「三木露風とふるさと」
㊐12月12日㈰まで◯時9時30分～17時、
入館は16時30分まで㊡月曜日◯料一般
200円(友の会会員は150円)、65歳以上
・大学生以下100円◯内三木露風の「赤
とんぼ」作詩100年を記念し、播磨に
残る露風の資料(新聞・写真・石碑な
ど)や、童謡「赤とんぼ」に関する資
料を展示。露風から宮沢賢治に宛てた
書簡(控)も特別公開されます。◯場問霞
城館☎0791・63・2900
■県民芸術劇場 ～親と子のふれあい
クラシックコンサート～関西フィルハ
ーモニー管弦楽団演奏会
㊐11月11日㈭◯時14時◯料一般2000円、高
校生以下1000円(全席指定)＊未就学児
入場不可出指揮/木下麻由加、管弦楽/
関西フィルハーモニー管弦楽団◯場問
たつの市総合文化会館赤とんぼ文化ホ
ール大ホール☎0791・63・1888

但　　　　　馬
■久保修画業50周年記念展覧会「切り
絵の散歩道」

・2階〉㊐11月17日㈬～21日㈰◯時10時
～17時、最終日は～16時◯料無料◯内洋画
約60点
■第45回兵庫県高等学校 総合文化祭 
書道展 兼 第67回兵庫県高等学校書道
展〈本館2階〉㊐11月12日㈮～14日㈰
◯時10時～17時、最終日は～15時◯料無料
◯内書約400点
■第45回兵庫県高等学校 総合文化祭 
写真部門展〈本館1階〉㊐11月12日㈮
～14日㈰◯時10時～17時、最終日は～15
時◯料無料◯内写真約200点
■第38回兵庫県高等学校 書道教員展
〈東館1階〉㊐11月12日㈮～14日㈰◯時10
時～17時、最終日は～16時◯料無料◯内書
約60点
■2021 兵庫県写真作家協会展 第54回
兵庫県写真作家協会公募展入賞・入選
作品展〈本館1階〉㊐11月17日㈬～21
日㈰◯時10時～18時、最終日は～15時◯料
無料◯内写真約200点
■第33回全国手工芸コンクール in ひ
ょうご〈本館2階〉㊐11月19日㈮～21
日㈰◯時10時～17時、最終日は～15時◯料
無料◯内工芸約200点
■兵庫県婦人手工芸協会 会員創作展
〈本館2階〉㊐11月19日㈮～21日㈰◯時10
時～17時、最終日は～15時◯料無料◯内工
芸約30点
■第26回青心会展〈東館1・2階〉㊐11
月23日(火・祝) ～28日㈰◯時10時～18
時、初日は13時～、最終日は～16時◯料
無料◯内書約90点
■凜乎として雅のかな 第44回一東書
道会全国書道展〈本館1・2階〉㊐11月
26日㈮～28日㈰◯時10時～17時、最終日
は～16時◯料無料◯内書約500点
■Space ～こころの居場所～〈本館
障害者アートギャラリー〉㊐12月24日
㈮まで◯時10時～18時◯料無料◯内洋画、写
真、その他約10点

■横尾忠則の恐怖の館
㊐令和4年2月27日㈰まで◯時10時～18
時、入場は17時30分まで㊡月曜日(た
だし祝日の場合は翌平日)、12月31日
㈮～1月1日㈯◯料一般700円(友の会会員
は550円)、大学生550円、70歳以上350
円、高校生以下無料※予約優先制◯内オ
ープンスタジオで担当学芸員によるキ
ュレーターズ・トークを開催します
（11月20日㈯、先着30名）。ぜひご参加
ください。

神　　　　　戸
■安らぎの空間 小倉健陶芸展
㊐11月17日㈬～28日㈰◯時10時～17時㊡
月曜日◯料大人100円、70歳以上50円、高
校生以下無料◯内陶芸家・小倉健氏(平
成20年度兵庫県文化賞受賞)の展覧会。
形と色の中に詩情を盛り込んだ創作陶
芸をご覧ください。◯場問舞子公園・旧
木下家住宅☎ 078・787・2050

第29回 神戸音楽家協会会員によ
る　神戸からのしらべ

㊐11月21日㈰◯時14時◯料2500円(全席自
由)◯内神戸で活躍する音楽家たちが室
内楽の名曲をお届けする恒例のコンサ
ート。今年は尺八とピアノのアンサン
ブルや、ピアノ連弾、クラリネットア
ンサンブルなど多彩なプログラムをお
楽しみください。◯場神戸文化ホール中
ホール問(公財)神戸市民文化振興財団
☎078・351・3597★3組6人に。12日㈮
必着

阪 神 南・北
■秋の特別展「細雪」～日常への憧憬

（オマージュ）～
㊐12月5日㈰まで◯時10時～17時、入館
は16時30分まで㊡月曜日◯料一般500円

主催者等の都合により掲載内容が変更
される場合がございます。お出かけの
際には各施設等へご確認ください。

■概ね傘寿前後にしてなお華のある日
本画及び染色画7人の共同作品展〈2階〉
㊐11月1日㈪～8日㈪◯時10時～17時30
分、初日は14時～、最終日は～16時◯料
無料◯内日本画、染色画約210点
■第21回 カメラで散歩写真教室作品
展〈2階〉㊐11月3日(水・祝) ～7日㈰
◯時10時～18時、初日は12時～、最終日
は～16時◯料無料◯内写真約70点
■日本の風景 岡宏展〈1階〉㊐11月4
日㈭～10日㈬◯時10時～17時、初日は12
時～、最終日は～16時◯料無料◯内洋画約
30点
■新協美術写真部 神戸写真展･公募作
品展〈2階〉㊐11月8日㈪～15日㈪◯時10
時～17時、初日は14時～、最終日は～
14◯料無料◯内写真約100点
■神戸小品盆栽展示会〈2階〉㊐11月
12日㈮～14日㈰◯時10時～16時、初日は
12時～◯料無料◯内小品盆栽約20席
■林靜佳と墨を楽しむ会展〈1階〉㊐
11月12日㈮～14日㈰◯時10時～17時、初
日は12時～、最終日は～16時◯料無料◯内
水墨画、墨彩画等約50点
■第50回 神戸市立高等学校 芸術祭美
術･書道部展〈2階〉㊐11月18日㈭～21
日㈰◯時10時～17時、初日は13時～、最
終日は～15時◯料無料◯内洋画、書、デザ
イン等約250点
■朱鳳の会 書展〈1階〉㊐11月19日㈮
～21日㈰◯時10時～18時、初日は13時～、
最終日は～16時◯料無料◯内書約40点
■谷口亮悦 白寿祝日本画展〈1階〉㊐
11月23日(火・祝)～28日㈰◯時10時～17
時、初日は13時～、最終日は～15時◯料
無料◯内日本画約80点
■「國際現代」水墨画協会 全国水墨
画公募展〈2階〉㊐11月26日㈮～28日
㈰◯時10時～18時、最終日は～16時30分
◯料無料◯内水墨画、墨彩画、書等約180
点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈1階ロビー〉寺本純子クラリネットコ
ンサート㊐11月13日㈯14時◯料無料出ク
ラリネット/寺本純子、ピアノ/佐々木
有紀＊いけばな/矢野翠里(兵庫県いけ
ばな協会/真生流)
■兵庫の工芸壁面を飾る〈1階サロン
内〉㊐11月30日㈫まで◯時10時～17時、
最終日は～16時㊡水・日曜日◯料無料◯内
兵庫県工芸美術作家 市野元和、上原
伊織、竹尾壽敏、三谷恵子の作品展示

原田の森ギャラリー
☎078・801・1591

■日中友好 張簾卿流派書展〈東館1階〉
㊐11月3日(水・祝)～7日㈰◯時10時～18
時、最終日は～14時◯料無料◯内書約50点
■古稀 大汪の書〈本館2階〉㊐11月5
金～7日㈰◯時10時～17時30分、最終日
は～16時30分(入場は～16時)◯料無料◯内
書約26点
■第14回篆靄社 游藝展〈本館1階〉㊐
11月5日㈮～7日㈰◯時10時～17時30分、
最終日は～16時◯料無料◯内書約400点
■原田ゆみ絵画展「きぼう」の夜明け
〈東館2階〉㊐11月9日㈫～14日㈰◯時10
時～18時、初日は13時～、最終日は～
15時◯料無料◯内洋画約40点
■2021 神戸新世紀秋季展公募〈東館1

横尾忠則現代美術館
☎078・855・5607

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

金銀象嵌龍鳳紋杖頭（戦国時代）個人蔵

㊐12月5日㈰まで◯時9時30分～17時、入
館は16時30分まで◯内切り絵画家・久保
修の大規模展覧会。氏が「第二のふる
さと」と慕う出石町内の5つの文化施
設(豊岡市立美術館―伊藤清永記念館
―、出石史料館、出石永楽館、出石明
治館、出石家老屋敷)で切り絵が鑑賞
できる「まちなかミュージアム」や「切
り絵ワークショップ」などを開催。入
館料等は各施設へお問い合わせくださ
い。問豊岡市役所出石振興局☎0796・
52・3111

丹　　　　　波
■特別展「刀―古刀から現代刀まで―」
㊐12月5日㈰まで◯時9時～17時、入館は
16時30分まで㊡月曜日◯料大人500円、
大高生400円、中小生300円◯内丹波篠山
ゆかりの刀を始め、一度はGHQに接
収されながらも廃棄を免れた赤羽刀な
ど館蔵品のなかから選りすぐった刀剣
に加え、重要刀剣を合わせた25振りを
展示します。◯場問丹波篠山市立歴史美
術館☎079・552・0601

淡　　　　　路
■特別展『日本幽囚記』にみる江戸時
代の罪と罰
㊐令和4年1月24日㈪まで◯時10時～17時
㊡火曜日(ただし祝日の場合は翌平日)
◯料大人500円(友の会会員は400円)、大
高生300円、中小生200円◯内箱館と松前
で虜囚生活を送ったロシア海軍士官ゴ
ロヴニンの『日本幽囚記』を通して、
西洋法とは異なる進化を遂げた江戸時
代の刑罰について考察します。◯場問高
田屋顕彰館・歴史文化資料館〔菜の花
ホール〕☎0799・33・0354

県　　　　　外
特別展「畠山記念館の名品─能楽
から茶の湯、そして琳派─」

㊐前期11月7日㈰まで、後期11月9日
㈫～12月5日㈰※会期中、一部作品に
展示替えあり◯時9時～17時30分、入
館は17時まで㊡月曜日◯料一般1800
円、大学生1200円、高校生700円、
中学生以下無料※事前予約優先制◯内荏
原製作所の創業者である畠山一清(号:
即翁)が蒐集した美術品を収蔵する畠
山記念館。本展は、改築工事のため休
館中の同館コレクションの中から、茶
道具を中心とする日本、中国、朝鮮の
古美術の名品を紹介します。即翁の蒐
集品には「即翁與衆愛玩」の蔵印があ
り、その言葉は自らが蒐集品を独占す
るのではなく多くの人と共に楽しみた
いとの即翁の想いが込められていま
す。即翁の美意識と彼が愛した古美術
の世界を共有できる関西初の展覧会で
す。◯場問京都国立博物館 平成知新館
☎075・525・2473(テレホンサービ
ス)★3組6人に。12日㈮必着

久保修「椿流水図」（2020 年）

重要文化財
赤楽茶碗　銘 雪峯　本阿弥光悦作

【通期展示】　畠山記念館蔵
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プ
ン
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ン
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参
加
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募
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芸
術
監
督
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

オ
ペ
ラ
２
０
２
１
喜
歌
劇

「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」
に

お
い
て
、
鮮
烈
な
印
象
を
残

し
た
高
野
百
合
絵
と
黒
田
祐

貴
の
デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

が
早
く
も
実
現
し
ま
す
。

　

オ
ペ
ラ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の

名
曲
に
加
え
、
歌
曲
に
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
ま
で
、
自
身
の
表

現
を
追
求
す
る
ふ
た
り
の
魅

力
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮

さ
れ
る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
曲
目
】
レ
ハ
ー
ル
／
喜
歌

劇
『
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
』

よ
り
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
／
歌
劇

『
ト
ス
カ
』よ
り「
歌
に
生
き
、

愛
に
生
き
」、
ロ
ッ
シ
ー
ニ

／
歌
劇
『
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理

髪
師
』
よ
り
「
私
は
町
の
何

で
も
屋
」、
Ｊ
．
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
２
世
／
喜
歌
劇
『
こ
う

も
り
』
よ
り
「
時
計
の
二
重

唱
」 

ほ
か

【
出
演
】
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ

／
高
野
百
合
絵
、
バ
リ
ト
ン

／
黒
田
祐
貴
、
ピ
ア
ノ
／
石

野
真
穂

　

今
も
人
々
を
魅
了
し
、
愛

さ
れ
て
い
る
作
曲
家
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
。
今
回
は
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
を
中
心
に
、
彼
の
音
楽

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
作

曲
家
に
も
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
あ
て
て
お
と
ど
け
し
ま
す
。

【
曲
目
】
Ｗ
．
Ａ
．
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
／
ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
８
番
、
交
響
曲 

第
40
番
、

サ
リ
エ
リ
／
フ
ル
ー
ト
の
た

　

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
の
運

営
す
る
「
ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学

校
」（
１
９
８
３
年
開
設
）

と
「
ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技
術
学

校
」（
１
９
９
２
年
開
設
）

で
は
、
来
年
度
の
学
校
生
募

集
に
向
け
て
、
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

両
校
で
は
、
第
一
線
で
活
躍

す
る
プ
ロ
の
講
師
陣
が
直
接

指
導
し
ま
す
。
週
２
回
、
夜
間

開
講
な
の
で
、
社
会
人
や
学

生
で
も
無
理
な
く
通
え
ま
す
。

公
立
な
ら
で
は
の
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
授
業
料
も
魅
力
で
す
。

 

ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技
術
学
校

　

演
劇
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
バ

レ
エ
・
コ
ン
サ
ー
ト
…

　

華
や
か
な
舞
台
芸
術
を
裏

側
か
ら
支
え
る
「
裏
方
さ
ん
」

の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？ 

ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技

術
学
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
実
際
に
劇
場
で
使

わ
れ
て
い
る
機
材
を
使
っ
て
、

音
響
・
照
明
・
舞
台
操
作
の

仕
事
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

毎
年
人
気
の
バ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
ツ
ア
ー
も
実
施
！ 

知
識
が

無
く
て
も
好
奇
心
が
あ
れ
ば

大
丈
夫
で
す
。

【
内
容
】
学
校
や
劇
場
の
概

要
説
明
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
、
バ

ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー 

等

【
日
時
】
12
月
22
日
㈬
18
時

〜
21
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル

【
受
講
料
】
無
料
（
原
則
高

校
生
以
上
、
要
申
込
み
）、
先

着
50
名

 

ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
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普
段
の
授
業
の
一
部
を
体

延原 武春

     

古
典
と
遊
ぶ

春
爛
漫 

茂
山
狂
言
会

【
日
時
】
令
和
４
年
１
月
10

日
（
月
・
祝
）
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ 

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
３
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

11
月
発
売
予
定
公
演

20
日
㈯
発
売

   

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

　
グ
リ
ム
兄
弟
！

　

〜
み
ん
な
の
メ
ル
ヘ
ン  

き
か
せ
て
ダ
ン
ケ
〜

延
原
武
春 

指
揮 

テ
レ
マ
ン
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

木
あ
ぐ
り
、
風
太
郎
、
杏
華
、

森 

万
紀
、
今
仲
ひ
ろ
し
、
木

村
美
憂
、
吉
江
麻
樹
、
谷
口 

遼
、
岡
田 

力

【
日
時
】
12
月
25
日
㈯
15
時
、

26
日
㈰
11
時
・
15
時

【
場
所
】阪
急 

中
ホ
ー
ル（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
５
０
０
円
、

セ
ッ
ト
券
（
一
般
＋
高
校
生
以

　

グ
リ
ム
童
話
で
お
な
じ
み

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
歌
や

踊
り
、
笑
い
に
乗
せ
て
メ
ル

ヘ
ン
の
旅
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
作
】
早
船 

聡
（
サ
ス
ペ
ン

デ
ッ
ズ
）

【
演
出
】
平
井
久
美
子
（
ピ

ッ
コ
ロ
劇
団
）

【
音
楽
】
園
田
容
子

【
出
演
】
森 

好
文
、
橘 

義
、

金
田
萌
果
、
吉
村
祐
樹
、
鈴

下
）４
０
０
０
円（
全
席
指
定
）

※
３
歳
以
上
有
料
。
３
歳
未

満
で
も
お
席
が
必
要
な
場
合

は
有
料
。

※
12
月
25
日
㈯
15
時
の
回
は
、

舞
台
の
両
サ
イ
ド
に
日
本
語

字
幕
が
付
き
ま
す
。

戎舞

　 

　
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

　 

　
高
野
百
合
絵
＆
黒
田
祐
貴

デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル　
　

　

ジ
ャ
ズ
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

ト
ッ
プ
奏
者
達
10
人
で
結
成

し
た
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
侍
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
ク
ラ
シ

ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、
ア
ニ
メ
と

多
彩
な
カ
ラ
ー
で
観
客
を
魅

了
し
ま
す
。

【
曲
目
】
文
明
開
化
の
鐘
、

ア
ル
メ
ニ
ア
ン
・
ダ
ン
ス 

パ
ー
ト
１
、
ス
ペ
イ
ン
、
残

酷
な
天
使
の
テ
ー
ゼ 

ほ
か

【
出
演
】
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・

楽
団
長
／
中
川
英
二
郎
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
／
エ
リ
ッ
ク
・

ミ
ヤ
シ
ロ
、
本
間
千
也
、
澤

田
真
人
、
オ
ッ
タ
ビ
ア
ー
ノ

・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
リ
、
ホ

ル
ン
／
森 

博
文
、
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
／
野
々
下
興
一
、
ユ

ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
／
齋
藤 

充
、

テ
ュ
ー
バ
／
次
田
心
平
、
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
／
岩
瀬
立
飛

【
日
時
】
令
和
４
年
３
月
６

日
㈰
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ 

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
２
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

首引
撮影：川西善樹

演劇学校風景

舞台技術学校風景

2021年8月ピッコロシアター公演より

　

紀
州
道
成
寺
の
鐘
に
ま
つ

わ
る
安
珍
・
清
姫
の
伝
説
が
、

淡
路
人
形
座
オ
リ
ジ
ナ
ル
演

目
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

　

嫉
妬
に
狂
う
女
の
情
念
を

淡
路
人
形
が
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
に
演
じ
ま
す
。
福
の
神
戎

様
か
ら
悲
恋
物
語
ま
で
、
幅

広
い
淡
路
人
形
の
魅
力
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
演
目
】
戎
舞
、
口
上
、
日

高
川
嫉
妬
鱗 

天
田
堤
よ
り

渡
し
場
の
段
、
道
成
寺
の
段

【
出
演
】
淡
路
人
形
座

【
日
時
】
令
和
４
年
１
月
22

日
㈯
13
時
30
分

【
場
所
】阪
急 

中
ホ
ー
ル（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ｓ
席
３
０
０
０

円
、
Ａ
席
２
５
０
０
円
、
Ｂ

席
１
５
０
０
円（
全
席
指
定
）

   

人
形
浄
瑠
璃
街
道
推
進
事
業

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
特
別
公
演

黒田 祐貴
CMasatoshi YamashiroCMasatoshi Yamashiro

高野 百合絵
CTakafumi UenoCTakafumi Ueno

発
売
中

   

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

侍
Bブ

ラ

ス

R
A
S
S

侍BRASS

チケットを購入されるお客様へ
新型コロナウイルス感染防止対策にご理解と
ご協力をお願いいたします。 
※マスクを着用されていない方はご入場でき

ません（マウスシールド不可）。 
※平熱より1℃以上、もしくは37.5℃以上の発熱

がある方は入場をお断りさせていただきます。 
※座席は、業種別ガイドラインに基づき、隣席を

空けない配席で販売します。
※来場者情報を把握するため、芸術文化セ

ンターでのチケットのご購入は芸術文化セ
ンター先行予約会員の登録（無料）が必
要です。 お一人様 2 枚（「グリム兄弟！〜
みんなのメルヘン きかせてダンケ〜」、「春
爛漫 茂山狂言界 みんなで楽しく狂言会」
は 4 枚）までとさせていただきます。

※掲載の情報は、やむを得ない事情により、
中止・変更になる場合がございます。最新
の情報につきましては、当センターウェブ
サイト等をご確認ください。

※公演が中止・延期になった場合、購入者の方
には、先行予約会員に登録されているメール
アドレスに、メールでお知らせいたします。

め
の
小
協
奏
曲 

ほ
か

【
出
演
】
指
揮
／
延
原
武
春
、

フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
／
高
田
泰

治
、
演
奏
／
テ
レ
マ
ン
室
内

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

【
日
時
】
令
和
４
年
３
月
10

日
㈭
14
時

【
場
所
】
神
戸
女
学
院 

小
ホ

ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
４
０
０
０

円
、
Ｂ
席
３
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

　

毎
年
恒
例
、
春
に
あ
た
た

か
な
笑
い
を
届
け
る
茂
山
狂

言
会
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
鬼
づ

く
し
」
！ 

こ
ん
な
鬼
な
ら

出
会
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
、
個
性
豊
か

な
鬼
た
ち
が
登
場
し
ま
す
。

◆
み
ん
な
で
楽
し
く
狂
言
会

（
０
歳
か
ら
入
場
可
）

【
演
目
】
鬼
の
継
子
、
伯
母

ヶ
酒

【
出
演
】茂
山
千
五
郎
、宗
彦
、

茂
、
逸
平
、
千
之
丞

【
日
時
】
令
和
４
年
４
月
３

日
㈰
12
時
30
分

【
入
場
料
】１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）
※
３
歳
以
上
有
料

（
３
歳
未
満
で
も
座
席
が
必

要
な
場
合
は
有
料
）

◆
お
豆
腐
狂
言
会

【
演
目
】
朝
比
奈
、
清
水
、

首
引

【
出
演
】
茂
山
七
五
三
、
あ

き
ら
、
千
五
郎
、
宗
彦
、
茂
、

逸
平
、
千
之
丞 

ほ
か

【
日
時
】
令
和
４
年
４
月
３

日
㈰
15
時
30
分

【
入
場
料
】
Ａ
席
５
０
０
０

円
、
Ｂ
席
３
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）
※
未
就
学
児
童
の

入
場
不
可

【
場
所
】阪
急 

中
ホ
ー
ル（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）
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第17回手工芸巡回展
播磨内陸生活文化総合センター

ドウジアムで
11月24日㈬から開催

独
自
の
幅
広
い
表
現
で
作
品
具
現
化

第287回

令
和
２
年
度
兵
庫
県
芸
術
奨
励
賞
受
賞
者

美
術
家

山や
ま

村む
ら

幸ゆ
き

則の
り

さ
ん

素
顔
拝
見

陶
芸
制
作
か
ら
出
発
し
た

現
代
美
術
家
。「
ひ
と
言
で

は
表
現
し
き
れ
な
い
活
動
が

評
価
さ
れ
て
大
き
な
賞
を
頂

き
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
今
後
の
期
待
が
込
め
ら

れ
た
賞
で
あ
り
、
さ
ら
に
頑

張
り
観
る
人
の
五
感
に
届
く

作
品
作
り
に
励
み
ま
す
」
と

受
賞
の
喜
び
を
語
っ
た
。

　

大
阪
芸
術
大
学
芸
術
学
部

工
芸
学
科
陶
芸
コ
ー
ス
を
卒

業
後
、
研
修
作
家
と
し
て
滞

在
し
た
滋
賀
県
陶
芸
の
森
で

出
会
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
作

家
の
「
世
界
を
舞
台
に
制
作

し
て
み
な
い
か
」
の
ひ
と
言

が
人
生
を
変
え
た
。
１
９
９

ご
と
の
歴
史
や
文
化
、
人
々

と
交
流
す
る
中
で
、
心
動
か

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
素
材

や
表
現
方
法
を
模
索
し
、
多

く
の
人
々
の
力
添
え
を
得
て

作
品
を
具
現
化
す
る
。「
そ

の
過
程
と
作
品
を
介
し
て
生

ま
れ
る
多
様
な
関
係
性
、
つ

な
が
り
を
大
切
に
考
え
て
い

ま
す
」。作
品
は
平
面
、立
体
、

映
像
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
幅
広
く
多
彩
だ
。

　

県
立
美
術
館
で
07
年
に
開

形
し
作
品
化
。
山
村
さ

ん
が
「
古
丹
波
自
然

釉ゆ
う
さ
ん
じ
つ
ぼ

三
耳
壺
（
室
町
時

代
）」
を
放
り
投
げ
、

受
け
止
め
る
の
は
「
時

の
か
け
ら
」。

11
月
２
日
㈫
か
ら
７

日
㈰
ま
で
、
同
市
長
田

区
の
兵
庫
県
立
神
戸
生

活
創
造
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
新
長
田
合
同

７
年
８
月
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に

向
か
い
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国

国
立
オ
ス
ロ
芸
術
大
学
に
て

１
年
３
ヵ
月
、
滞
在
制
作
を

行
っ
た
。
２
０
０
１
年
ご
ろ

か
らC.A

.P.

（
芸
術
と
計
画

会
議
）
の
活
動
に
参
加
。
そ

こ
で
様
々
な
作
家
と
表
現
に

出
会
い
、
社
会
と
も
関
わ
り

な
が
ら
、
も
っ
と
自
由
に
も

っ
と
楽
し
く
、
今
を
生
き
る

こ
と
を
表
現
と
つ
な
げ
た
い

思
い
が
募
り
、
制
作
を
始
め

た
。

　

国
内
の
ほ
か
、
米
国
、
独
、

ケ
ニ
ア
な
ど
国
外
で
も
滞
在

制
作
す
る
山
村
さ
ん
。
土
地

ズ
の
素
材
で
あ
る
合
成
皮
革

を
用
い
た
２
１
０
×
５
７
０

㌢
の
「
手
」
に
決
め
た
。

　

神
戸
市
須
磨
区
板
宿
で
制

作
を
開
始
。
か
つ
て
夜
間
中

学
校
で
出
会
っ
た
生
徒
で
、

元
ミ
シ
ン
工
の
方
々
が
合
成

皮
革
で
指
紋
を
縫
い
合
わ
せ

る
膨
大
な
作
業
を
担
当
。「
制

作
は
感
動
と
興
奮
の
連
続
で

し
た
。『
手
』
を
め
ぐ
る
物

語
は
ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
心
に
余
韻
を
残
し
て

日本現代陶彫展マケッ
ト展（第6・8回特別賞）、
2010年度神戸市文化奨励
賞、六甲ミーツ・アート
芸術散歩2013公募大賞準
グランプリ受賞。シスメ
ックス㈱テクノパーク（神
戸）にパブリックアート
設置。兵庫、大阪で非常
勤講師として後進を指導。
西宮市在住、49歳。

い
ま
す
」
と
振
り
返
る
。

　
「
好
奇
心
旺
盛
」
と
い
う

山
村
さ
ん
は
銀い
ち
ょ
う杏
の
葉
を
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ー
ツ
に
つ
け
、
街

を
散
策
、
神
戸
牛
の
子
牛
を

乗
せ
た
カ
ー
ト
を
押
し
た
り

綱
を
引
い
て
神
戸
市
内
を
練

り
歩
い
た
な
ど
、
驚
き
の
企

画
を
繰
り
出
す
こ
と
も
。

　

写
真
の
「
星
の
し
ず
く
」

の
素
材
は
酒
造
会
社
提
供
の

色
鮮
や
か
な
空
び
ん
を
用

い
、
六
甲
山
系
の
原
土
を
型

取
り
し
、
手
の
ひ
ら
大
に
成

庁
舎
１
階
）で
、「Kobe Bottle 

Art Project EXHIBITION

」

が
開
催
予
定
。
同
区
の
ソ
ウ

ル
ド
リ
ン
ク
〝
ア
ッ
プ
ル
〞

や
神
戸
に
初
め
て
伝
来
さ
れ

た
と
さ
れ
る
〝
ラ
ム
ネ
〞
の

ビ
ン
な
ど
を
素
材
に
し
た
山

村
さ
ん
と
美
術
家
の
矢
野

衣え

み美
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ

れ
る
。
入
場
無
料
。「
今
回
、

長
田
の
街
に
て
滞
在
制
作
を

行
い
ま
し
た
。地
域
の
魅
力
、

再
発
見
の
機
会
と
な
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
」と
山
村
さ
ん
。時のかけら　2020年

星のしずく　2021年

11
月
13
日
㈯
、
神
戸
市
立
王

子
動
物
園
か
ら
兵
庫
県
立
美
術

館
を
結
ぶ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ロ
ー

ド
と
そ
の
周
辺
地
域
で
ジ
ャ
ズ

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

点
在
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
と
と
も
に
秋
の
１
日
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
立
美
術
館
ス
テ
ー
ジ

プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
高
校

生
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
ス
テ

ー
ジ

【
時
間
】
12
時
〜
15
時

【
出
演
】
高
橋
知
道
カ
ル
テ
ッ

ト
＆
平
野
翔
子
、
兵
庫
県
立
国

際
高
等
学
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

部
、
神
戸
市
立
六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

Ｊ
Ｒ
灘
駅
北
側
ス
テ
ー
ジ

地
元
中
学
校
や
ア
マ
チ
ュ
ア
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

【
時
間
】
11
時
〜
14
時
30
分

【
出
演
】
神
戸
市
立
原
田
中
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
、
ア
マ
チ

ュ
ア
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
テ

ー
ジ

プ
ロ
を
ホ
ス
ト
に
ジ
ャ
ズ
演
奏

の
楽
し
さ
を
感
じ
る
体
験
型
ス

テ
ー
ジ

【
時
間
】
15
時
〜
16
時
30
分

【
観
覧
料
】
無
料

※
雨
天
時
は
一
部
会
場
変
更
の

場
合
あ
り
（
詳
細
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

催
さ
れ
た
「
美
術
の
中
の

か
た
ち
―
手
で
見
る
造
形

　

山
村
幸
則　

手
ヂ
カ
ラ

目
ヂ
カ
ラ
心
の
チ
カ
ラ
」

展
に
出
展
し
た
作
品
制
作

過
程
が
話
題
に
。
同
展
は

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
に

も
足
を
運
ん
で
も
ら
う
目

的
で
開
催
。
作
品
は
山
村

さ
ん
の
右
手
と
指
紋
を
拡

大
し
、
神
戸
の
地
場
産
業

で
あ
る
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー

「
須
磨
百
首
か
る
た
」10
人
に

抽
選
で
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

10
年
間
開
催
さ
れ
て
き
た
国

際
的
な
芸
術
祭
「
龍
野
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
引
き
継
ぐ

形
で
「
た
つ
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン

２
０
２
１
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

明
治
の
醤
油
蔵
「
か
ね
ゐ
醤

油
」
を
再
活
用
し
た
「
ゐ
の
劇

場
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
約
１
ヵ
月
に

わ
た
り
行
わ
れ
ま
す
。

龍
野
国
際
映
像
祭

世
界
中
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
集

ま
る
国
際
映
像
祭
。
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
エ
ス

ト
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
、
多
国

籍
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
映
像

作
品
が
町
中
で
上
映
。
最
終
日

に
は
授
賞
式
が
行
わ
れ
る
。

龍
野
舞
台
芸
術

「
太
鼓
芸
能
集
団
鼓
童
」
出
身

・
陽
介
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、

劇
団
「
安
住
の
地
」
公
演
、
た

つ
の
市
出
身
歌
手
・
多
田
周
子

ラ
イ
ブ
、
能
楽
団
体
・
瓦
照
苑

主
催
半
能「
石
橋
」公
演
な
ど
、

多
彩
な
分
野
の
舞
台
芸
術
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

山
展（
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
展
示
）

「
龍
野
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
催
。
美
術

評
論
家
・
加
須
屋
明
子
が
芸
術

監
督
を
務
め
、
国
内
外
の
作
家

に
よ
る
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

【
会
期
】
11
月
３
日
（
水
・
祝
）

〜
11
月
29
日
㈪
＊
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
公
演
に
よ
り
異
な
る
。

※
詳
細
は
公
式
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
観
覧
料
】
無
料
＊
一
部
有
料

Ｊ
Ｒ
灘
駅
北
側
ス
テ
ー
ジ

の
様
子
（
令
和
元
年
）

　

須
磨
の
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
は

多
く
、
昔
か
ら
歌
枕
と
し
て
有

名
で
す
。
百
人
一
首
に
も

源み
な
も
と
の
か
ね
ま
さ

兼
昌
の
「
淡
路
島
か
よ

ふ
千
鳥
の
な
く
声
に　

い
く
夜

寝
ざ
め
ぬ
須
磨
の
関
も
り
」
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
兼
昌
の
歌
も
含
め
、

須
磨
を
詠
ん
だ
和
歌
ば
か
り
を

集
め
た
「
須
磨
百
首
か
る
た
」

を
抽
選
で
10
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

か
る
た
に
は
歌
の
読
人
、
出

典
、
詩
書
な
ど
が
記
さ
れ
た
冊

子『「
須
磨
百
首
か
る
た
」の
栞
』

も
入
っ
て
お
り
、
資
料
と
し
て

も
読
み
応
え
が
あ
り
ま
す
。
か

る
た
を
機
に
歌
に
親
し
ん
で
み

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。　

応
募
方
法
は
３
面
。
11
月
30
日

㈫
必
着
。

１DAY JAZZ ROAD１DAY JAZZ ROAD
～ミュージアムロードで～ミュージアムロードで

ジャズ～ジャズ～

11月13日(土)開催11月13日(土)開催

イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
会
場
の
密
を
避
け
る
た
め
、

入
場
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
神
戸

県
民
セ
ン
タ
ー
県
民
交
流
室
県

民
・
産
業
振
興
課
☎
０
７
８
・

６
４
７
・
９
０
８
６

11
月
19
日
㈮
か
ら
原
田
の
森

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
る

『
第
33
回
全
国
手
工
芸
コ
ン
ク

ー
ル
in
ひ
ょ
う
ご
』
に
あ
わ
せ

開
催
さ
れ
る
巡
回
展
。
全
国
手

工
芸
コ
ン
ク
ー
ル
の
上
位
特
別

賞
受
賞
作
品
と
、
兵
庫
県
婦
人

手
工
芸
協
会
会
員
作
品
を
あ
わ

せ
て
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】
11
月
24
日
㈬
〜
26
日

㈮
10
時
30
分
〜
17
時

＊
初
日
は
11
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
11
時
30
分

開
場
。
最
終
日
は
16
時
ま
で
。

【
場
所
】
播
磨
内
陸
生
活
文
化

総
合
セ
ン
タ
ー（
ド
ウ
ジ
ア
ム
）

（
西
脇
市
西
脇
７
９
０
‐
14
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
婦

人
手
工
芸
協
会
☎
０
９
０
・
８

２
０
６
・
５
０
８
１
（
正
井
）

公
演
あ
り

【
会
場
】
ゐ
の
劇

場
、
ク
ラ
テ
ラ
ス

た
つ
の
、
ガ
レ
リ
ア
ア
ー
ツ

＆
テ
ィ
ー
、
赤
と
ん
ぼ
文
化
ホ

ー
ル
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
】
た
つ
の
ア
ー
ト

シ
ー
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
☎

０
７
９
１
・
６
３
・
５
０
０
１

第17回 手工芸巡回展

兵庫県婦人手工芸協会 会員創作展

手づくりの心を未来へ

【同時開催】第33回全国手工芸コンクール in ひょうご
１１月１9日㈮〜2１日㈰  １０時〜１７時（最終日は１5時まで）

■会場　原田の森ギャラリー　本館2階大展示室
■主催　兵庫県婦人手工芸協会
■後援　兵庫県・（公財）兵庫県芸術文化協会
　　　　神戸市・神戸市教育委員会
　　　　神戸新聞社・ラジオ関西

【連絡先】
兵庫県婦人手工芸協会
☎０9０-82０6-5０8１（正井）

兵庫県婦人手工芸協会会員作品
全国手工芸コンクール優秀作品
１１月24日㈬〜26日㈮１０時3０分〜１７時
初日は１１時からオープニングセレモニー、
１１時3０分から会場オープン、最終日は１6時まで

■会場　播磨内陸生活文化総合センター
　　　　（ドウジアム）
■主催　兵庫県婦人手工芸協会
■後援　兵庫県・（公財）兵庫県芸術文化協会
　　　　 神戸市・神戸市教育委員会・西脇市
　　　　 西脇市教育委員会・神戸新聞社
             ラジオ関西
  　　　　令和3年度 ひょうごのふるさと芸術文化活動推進事業

思いやりのある優しい手工芸協会をめざして

ダネラ 宮本健子

タティングレース
山中由美子
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お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

▼
如
意
寺
=
西
区
櫨
谷
町
谷

口
２
５
９
。
公
共
交
通
な
ら

市
営
地
下
鉄
の
西
神
中
央
駅

下
車
、
神
姫
バ
ス
13
系
統
明

石
駅
行
き
谷
口
バ
ス
停
下
車

東
へ
徒
歩
約
15
分
。
車
な
ら

阪
神
高
速
７
号
神
戸
線
前
開

Ｐ
Ａ
で
降
り
て
10
分
。☎
０
７

８
・
９
９
１
・
０
０
０
９

▼
池
田
製
餡
所
工
場
直
売

店
=
西
区
櫨
谷
町
松
本
５
８

４
。
市
営
地
下
鉄
西
神
中
央

駅
か
ら
神
姫
バ
ス
13
系
統

明
石
駅
行
き
松
本
バ
ス
停
下

車
徒
歩
３
分
。
９
時
半
~
16

時
、
日
曜
定
休
。
☎
０
７
８
・

９
９
１
・
０
１
５
７

▼
ロ
ー
ゼ
ン
フ
ァ
ー
ム
ズ
カ
フ

ェ
=
西
区
伊
川
谷
町
前
開
１

８
２
５
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
11

時
~
15
時
︵
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ

ー
14
時
︶
、
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
15

時
~
17
時
︵
同
16
時
︶
。
要
予

約
、
会
計
前
払
い
、
着
席
か
ら

２
時
間
。
月
曜
定
休
。☎
０
７

８
・
９
４
０
・
８
９
５
５

▼
シ
ブ
ヤ
フ
ァ
ー
ム
=
西
区

伊
川
谷
町
前
開
４
５
９
。
☎

０
７
８
・
９
７
４
・
０
７
５
２

プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ
（
１
６
５
０

円
、
税
込
み
）
を
食
し
た
。

　

驚
い
た
の
は
、
お
客
さ
ん

国宝・重文
ひょうごの

そぞろ歩きそぞろ歩き

南
北
朝
期
の
三
重
塔
な
ど
重
文
3
棟

リ
ー
フ
レ
タ
ス
に
特
化
シ
ブ
ヤ
フ
ァ
ー
ム

売
り
だ
け
で
な
く
じ
か
に
お

客
さ
ん
へ
届
け
よ
う
と
直
売

を
始
め
た
。

　

抹
茶
お
は
ぎ
や
さ
つ
ま
い

も
お
は
ぎ
な
ど
の
ほ
か
、
も

な
か
、
う
い
ろ
う
、
そ
れ
に

懐
か
し
い
丁で

っ
ち
よ
う
か
ん

稚
羊
羹
、
本
業

の
十
勝
大
粒
ね
り
あ
ん
、
む

ら
さ
き
い
も
あ
ん
な
ど
が
商

品
棚
に
並
ぶ
。

み
そ
汁
と
玄
米
ご
飯
で
あ
る
。

て
く
れ
な

い
か
と
、

業
者
に
頼

ま
れ
た
の

が
始
ま
り

と
い
う
。

「
単
身
世

文殊堂の柱財
、
常
行
堂
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
大
切
な
文
化
財

を
擁
す
る
お
寺
の
由
来
は
、『
如

意
寺
旧
記
』
に
よ
る
と
、
大

化
元
（
６
４
５
）
年
、
イ
ン

ド
か
ら
来
た
法
道
仙
人
が
開

い
た
と
い
う
。
伝
承
だ
と
も

い
わ
れ
る
。
そ
の
後
荒
廃
し

た
が
、
正
暦
年
間
（
９
９
０

は
女
性
ば
か
り
、男
の
客
は

わ
た
く
し
独
り
で
あ
る
。

　

メ
ニ
ュ
ー
の
名
は
カ
タ

カ
ナ
ば
か
り
だ
が
、
野
菜

を
主
に
し
た
薬
膳
料
理
を

ひ
と
皿
に
盛
り
つ
け
し
た
と

い
う
意
味
だ
。

　

ニ
ン
ジ
ン
の
ナ
ム
ル
、
秋

な
す
の
グ
リ
ル
は
と
む
ぎ

塩
こ
う
じ
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス

焦
が
し
チ
ー
ズ
な
ど
10
種

類
の
品
、
そ
れ
に
沖
縄
風

　

神
戸
市
西
区
櫨
谷
町
谷
口

の
如に

ょ
い
じ

意
寺
は
、
田
園
の
な
か

の
ゆ
る
や
か
な
登
り
道
の
さ

き
に
あ
る
。

　

山
門
を
入
っ
て
す
ぐ
東
側

に
文
殊
堂
が
せ
ま
る
。
立
ち

並
ぶ
木
の
柱
が
、
京
都
・
清

水
寺
の
舞
台
の
柱
を
連
想
さ

せ
る
。

如
に ょ い じ
意寺

（神戸市）

帯
の
増
加
、
煮
炊
き
し
な
く

て
も
よ
い
食
品
の
需
要
が
増

え
た
。そ
れ
に
は
計
画
的
な

生
産
と
出
荷
が
可
能
な
水
耕

栽
培
が
よ
い
」
と
明
快
に
話
す
。

　

市
場
を
経
ず
に
、
量
販
店

や
バ
イ
ヤ
ー
と
じ
か
取
引
だ
。

一
般
に
は
、
関
西
ス
ー
パ
ー

や
ト
ー
ホ
ー
ス
ト
ア
、
め
ぐ

み
の
郷さ

と
な
ど
で
購
入
で
き
る
。

あ
る
と
聞
い
て
、
池
田
製せ

い
あ
ん餡

所
工
場
直
売
店
を
た
ず
ね
た
。

　

社
長
の
池
田
直な

お
ふ
み史

さ
ん

（
46
）
は
３
代
目
だ
。
祖
父

が
神
戸
市
兵
庫
区
で
１
９
５

　

お
店
は
県
道
に
面
し
て
い

て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
車
で
買
い

に
来
る
人
が
続
い
た
。

お
は
ぎ
は
子
ど
も
の
こ
ろ

母
の
作
っ
て
く
れ
た
も
の
を

思
い
出
し
た
。

　

神
戸
に
あ
る
大
手
カ
タ
ロ

グ
通
販
会
社
の
フ
ェ
リ
シ
モ

が
、「
フ
ェ
リ
シ
モ
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

世
界
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ

ッ
ケ
ー
ジ
を
メ
イ
ン
展
示
と

し
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
カ
カ

オ
に
関
す
る
歴
史
や
文
化
、

情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

現
在
、
企
画
展
２
つ
と
常

設
展
１
つ
が
開
催
中
で
す
。

展
覧
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

や
、
こ
こ
で
し
か
買
え
な
い

ス
イ
ー
ツ
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

▼
企
画
展 T

he fl ow
 of 

sw
eet tim

e-F
R

A
N

C
K

 
M

U
LLE

R
 

至
福
の
時-

　

世
界
的
な
機
械
式
腕
時
計

の
作
り
手
、
フ
ラ
ン
ク
ミ

ュ
ラ
ー
氏
が
、
日
常
の
時
間

の
過
ご
し
方
の
ひ
と
つ
と
し

て
ス
イ
ー
ツ
を
愛
で
る
時
間

や
豊
か
な
時
を
楽
し
む
空
間

を
提
案
し
ま
す
。
令
和
４
年

３
月
21
日
（
月
・
祝
）ま
で
。

▼
企
画
展 A

M
A
I-V

alerio
B

erruti 

の
世
界-

　

現
代
美
術
家
、
ヴ
ァ
レ
リ

オ
・
ベ
ッ
ル
ー
テ
ィ
氏
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
テ
ー
マ
に
し
た

新
作
展
。
氏
の
子
ど
も
た
ち

を
被
写
体
に
"
甘
く
、
愛
お

し
い
も
の
"
を
表
現
し
た
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
令
和
４

年
９
月
23
日
（
金・
祝
）ま
で
。

▼
常
設
展
想
い
か
ら
生
ま

れ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

-

小
山
進
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

の
軌
跡-

　
「
パ
テ
ィ
シ
エ
エ
ス
コ

ヤ
マ
」
の
小
山
進
氏
が
、
中

身
と
同
じ
く
ら
い
重
要
な
存

在
と
し
て
こ
だ
わ
り
続
け
て

き
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
年
代
順

に
展
示
し
ま
す
。
令
和
４
年

３
月
21
日
（
月
・
祝
）ま
で
。

【
開
館
時
間
】
10
時
〜
20
時

（
日
曜
日
は
18
時
ま
で
）、
入

館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
た
だ

し
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

【
入
館
料
】
一
般
１
５
０
０

円
、
大
高
中
学
生
１
２
０
０

円
、
小
学
生
５
０
０
円
、
小

澁谷 博久 さん

　

デ
ザ
ー
ト
は
、
レ
モ
ン
ア

ー
モ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど
と
紅

茶
だ
。

　

お
店
は
、
去
年
１
月
開
店

し
た
。
店
は
築
１
５
０
年
の

古
民
家
で
あ
る
。
口
コ
ミ
で

女
性
の
間
に
広
ま
っ
た
ら
し
い
。

　

同
フ
ァ
ー
ム
に
近
い
シ
ブ

ヤ
フ
ァ
ー
ム
で
リ
ー
フ
レ
タ

ス
の
水
耕
栽
培
を
見
た
。
社

長
の
澁し

ぶ
た
に谷

博
久
さ
ん
（
64
）

が
28
棟
の
ハ
ウ
ス
、
計
80
ア

ー
ル
（
8
千
平
米
）
で
大
規

模
に
つ
く
っ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
農
家
だ
が
、
６

年
前
に
カ
ッ
ト
野
菜
を
作
っ

　

室
町
時
代
の
貴
重
な
建
築

と
し
て
、
国
指
定
の
重
要
文

化
財
で
あ
る
。

　

そ
こ
を
過
ぎ
る
と
東
に
、

三
重
塔
が
見
え
る
。
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
、
優
美
な
姿
に
見

え
る
。
こ
れ
も
国
指
定
の
重

要
文
化
財
だ
。

　

住
職
の
宇う

じ
ろ
た
か
の
ぶ

代
隆
信
さ
ん

（
65
）
は
、
南
北
朝
時
代
の

建
物
だ
と
い
う
。

　

根
拠
は
、
三
重
塔
の
塔
頂宇代 隆信 住職

︱
９
９
５
年
）
に

願が
ん
さ
い西

尼に

が
再
興
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

如
意
寺
か
ら
遠

く
な
い
所
に
、
お

は
ぎ
の
お
い
し
い

お
菓
子
屋
さ
ん
が

「
こ
こ
は
水
が
い
い
で
す
」

と
笑
顔
を
み
せ
る
。

　

直
史
さ
ん
に
な
っ
て
、
卸

に
あ
る
九
輪
塔
の
鉄
で

で
き
た
部
材
に
、
至
徳
２

（
１
３
８
５
）
年
の
銘
が

あ
る
か
ら
だ
。

　

三
重
塔
の
向
か
い

側
、
塔
か
ら
見
れ
ば
西

の
方
に
、
如
意
寺
三
つ

目
の
国
指
定
重
要
文
化

ベジタブルデリプレートランチ

県
道

小部
明石
線

●池田製餡所●池田製餡所

如意寺如意寺

ローゼンファームカフェローゼンファームカフェ

シブヤファームシブヤファーム
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地
下
鉄
西
神
中
央
線

阪
神

高速
7号北神

戸線

阪
神

高速
7号北神

戸線

前開PA

三重塔

人気のおはぎ

　

お
昼
は
、
西
区
伊
川
谷
町

前
開
の
ロ
ー
ゼ
ン
フ
ァ
ー
ム
ズ

カ
フ
ェ
で
、
ベ
ジ
タ
ブ
ル
デ
リ

学
生
未
満
無
料

︽
開
館
記
念
価
格
︾
一
般
１

０
０
０
円
、
大
高
中
学
生
８

０
０
円
、小
学
生
３
０
０
円
。

令
和
４
年
３
月
21
日
（
月
・

祝
）
ま
で
。

※
事
前
予
約
制
。

来
館
１
ヵ
月
前

か
ら
公
式
サ
イ

ト
で
予
約
可
能
。

【
場
所
】
神
戸
市
中
央
区
新

港
町
７
番
１
号
フ
ェ
リ
シ
モ

本
社
ビ
ル
２
階

【
ア
ク
セ
ス
】
Ｊ
Ｒ
神
戸
線

「
三
ノ
宮
駅
」、
阪
神
・
阪
急

「
神
戸
三
宮
駅
」
西
口
か
ら

徒
歩
約
20
分

【
問
い
合
わ
せ
】
株
式
会
社

フ
ェ
リ
シ
モ
☎
 ０
７
８
・
３

２
５
・
５
７
６
７

０
年
に
創
業
、
20
年
ぐ
ら
い

た
っ
て「
良
い
水
を
求
め
て
」

現
在
地
に
移
転
し
た
。

餡あ
ん

は
、
ま
め
な
ど
の
素
材

と
砂
糖
と
水
で
つ
く
る
。
水

は
重
要
な
要
素
だ
と
い
う
。 池田製餡所

ローゼンファームズカフェ

リーフレタスの水耕栽培

池田 直史 さん

　　地域の文化情報
チョコレートパッケージの博物館

フェリシモ
チョコレート ミュージアム

企画展「AMAI‐Valerio Berruti 
の世界‐」

神 戸


